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◆ 愛知113ヵ所で大宣伝行動
■ 各地で、「平和は大切」と青年の反応ひろがる

豊田加茂憲法改悪反対地域連絡会は、豊田市駅で朝７時から宣伝。「配られたリーフを中学生たちが読んで、憲法が変えられたら大変だよねと話し合っている」と、電車に居合わせた大学生の娘さんが、駅前で宣伝中のお母さん（新婦人会員）に携帯で“実況中継”のエピソードも生まれました。

革新・江南の会は、朝７時の名鉄江南駅を皮切りに、10時・11時・夕方16時と市内で署名宣伝。早朝宣伝では、若者２人がビラまきに飛び入り参加してくれました。リーフを追加注文して５月９の日宣伝も計画。

金山駅北口と南口に10団体34名が分かれての昼休み宣伝では、青年に「あなたの恋人が戦争に行っていいの？」と積極的に声かけ。高校生や新入社員が、積極的に署名に応じてくれました。

佐織町では、高校生や新入社員を中心にカラーリーフの受け取りがよく、参加者から「今までとまったく違う反応で、うれしくなっちゃう」と、喜びの声が聞かれました。

■ 後期高齢者医療で、「年寄りは生きていけない」と相談も

弥富市十四山地区では憲法９条とともに、「人間らしく健康で文化的に生きる権利」を定めた25条について共産党市議が訴え。宣伝後に医療・福祉についての生活相談が２件寄せられました。

地下鉄名古屋港など４つの駅で行なった港地区労の早朝宣伝でも、「年金が減り、新しくできた医療制度では生きていけない」と、年配の女性から切実な訴えがありました。

◆東京　　４月の「９の日宣伝」in池袋

　４月９日（水）昼休み、池袋東口五差路交差点で宣伝行動を行い、１１団体４３人が参加しました。
署名した５０代と見られる女性は、「私の母は大正生まれ。戦争の体験話をよく聞かされます。若い人がもっと関心を持ってくれればねぇ」と、若い世代に憲法９条の素晴らしさを伝えていく大切さと憲法を擁護する運動に期待を表明しました。

　トランクを下げ寅さんスタイルでやってきた男性が署名しているときカメラを向けると、路上にトランクを置き写真のようにポーズを取ってくれました。「良く似合いますよ」と言うと喜んで去っていきました。
　また別の、昭和１９年生まれという男性は、「自分は戦争のことは直接知らないが、親などから聞いて戦争の悲惨さは知っているつもり。憲法を守って日本が戦争をしないよう、とりわけ憲法９条を守ってほしい」と話していきました。

■「世界に誇る平和憲法だから」

　憲法改正反対が賛成を上回る「読売」の憲法に関する全国世論調査による発表があった翌日の９日、高橋、三上、徳留の３氏は、「今の憲法じゃダメだ」と、一貫して主張してきたあの読売新聞が行った面接式の世論調査で、「今の憲法を改正する方がよいと思う人は４２．５％、改正しない方がよいと思う人は４３．１％」で、非改正派が改正派を上回ったことを示し、これは、「九条の会」が全国に６千を超えるまでに広がり、国民の中にとりわけ「憲法九条は変えないで」という思いが根強くあることを示していると強調。改憲勢力の企みを断念させるまで運動を強めていきましょうと訴えました。

　三上満氏がスピーチしている時、宣伝カー脇を学生服を着た少年数人が手を振って「がんばって」と弁士を激励して通りました。三上氏は、すかさず少年たちにエールを送りましたが、私たちの訴えが、こうして次代を継ぐ学生たちに浸透していくことは心強い限りです。１回１回の宣伝を大切にして取り組んでいくことの大切さを実感した共同宣伝行動でした。
この日の行動ではビラ１２００枚、ティッシュは１０００個を配布。署名５９筆が集まりました。

◆ 大阪　5月の｢9の日｣宣伝は全駅宣伝！
先日の｢読売｣世論調査では、改憲反対が賛成を１５年ぶりに上回り、名古屋高裁は｢イラク派兵は違憲｣という画期的な判断を下しました｡これらのことは私たちがすすめてきた運動によるものです｡
その一方、福田首相は「武力行使恒久法」の今国会提出を指示し｢9条改悪｣を策動しています。新憲法制定議員同盟など改憲勢力の巻き返しの動きも強まっているもとで憲法闘争の本格的強化が求められています｡

大阪では４月の署名・宣伝行動が１００ヶ所でおこなわれました｡５月は２００ヶ所以上で成功させたいと考えており、府的団体では５月９日を中心に朝､昼､夕方を問わず1団体1ヶ所は設定する予定です。
◆ 全労連 １４０人参加で１００５筆の署名

歌や舞踊、紙芝居など、４時間ロングラン宣伝、組合員拡大も

4月19日、土曜日の上野駅公園口は、動物園、薬師寺仏像展、文化会館などへの人が終日とぎれることなく続き、高齢者から高校生まで沢山の人が署名に応じていました。会話の中では、「憲法を変えようとする今の政治は変だ」「アメリカの言いなりでどうしようもない」「イラクの自衛隊活動を違憲とした名古屋高裁判決よかったね」など意見が出されました。署名には、中国人、台湾人、フランス人など外国人も応じていました。

上野駅公園口前には、全労連の仲間１４０人が参加して、１１時から１５時までの４時間宣伝をおこないました。全労連小田川事務局長や柴田副議長をはじめ、全国一般の大木委員長、自治労連の大黒委員長、全教の米浦委員長、日本医労連の田中委員長など、中央単産からも多数の弁士が訴えました。署名は1005筆が集まり、なかには1人で119筆を集約した人もいました。この行動のなかで、新組合員2人が誕生しました。

行動の開始は、野村青年部長のパンダのぬいぐるみで訴える、青年部のリレートークで始まりました。つぎつぎ青年部の役員の訴えが続きました。午後からは女性部の行動で、風船を渡し、踊りや歌で訴え、また憲法紙芝居など多彩な訴えが続きました。
◆ 生協労連第１回憲法闘争交流会に７５人参加

生協労連は４月５～６日の２日間で、第１回憲法闘争交流会を開催、７５人が参加しました。集会では、桑田委員長の主催者あいさつのあと、コープ九条の会・神奈川の呼びかけ人を代表して、島田啓子さんがあいさつ。島田さんは、九条の会への結成に至る経過と活動内容に触れた後、「かつてほど生協は平和運動をやらなくなったが、組合員の中では３０の平和グループが活動をやっている。また、コープかながわ結成６０周年で平和宣言も出した。憲法が脅かされようとしているいま、労組のみなさんとも一緒にとりくんでいきたい」と、連帯のメッセージを寄せてくれました。また、一緒に参加した生協組合員の日高桂子さんは、キルトで作成した「９条キルト」を紹介しました。つづいて、ビデオレターということで、イラクの子どもたちを救う会（代表：西谷文和さん）が作成したＤＶＤ「イラク　戦場からの告発」を見ました。

参加者からは、「ビデオレターは目を背けたくなる悲惨な映像が記録されていたが、米軍が国際社会で何をやってきているのか多くの人に見てもらいたい」などの感想が寄せられました。

■ 憲法９条のある日本でこんなことが許せますか

生協労連憲法闘争本部からの基調報告のあと、神奈川県原水協事務局長の永沢丈夫さんが「この異常さを正すのは、あなた」と題して、横須賀の原子力空母の母港化問題と基地闘争について特別報告を行いました。

４月３日にタクシー運転手を殺害した米兵が逮捕されたことに触れ、米軍基地が存在する異常さ、とんでもない危険と共存させられている横須賀の実態を明らかにしました。また、８月１９日に配備が予定されている米原子力空母の配備問題では、美浜原子力発電所と同じ出力（120万ｋｗ）をもつ原子力空母（ジョージ・ワシントン）が首都圏の入り口に配備されること、事故が起これば首都圏3300万の内被爆者数は３～５割、死亡者数は１７５万人と想定されることなどを指摘しました。

■ 自己主張が大事 自分でできることをやろう

初日の最後は、世界の６５カ国を取材した伊藤千尋さん（朝日新聞記者３４年・「be」編集部）の「憲法の輝きを世界のすみずみに」と題しての講演。

　冒頭、伊藤さんは、「他の国では、憲法はどのように思われているのか、国民はどのように憲法を使っているのかという観点でお話をしたい」と切り出しました。そして、「僕は、護憲という言葉は嫌い。憲法もサッカーと同じように守っていては勝てない。攻めないと勝てない。憲法も使わないとみんなの役に立たない。世界を回ってそう思った」として、大西洋のカナリア諸島にある島の「憲法9条の碑」の話をはじめとして、世界の人々がいかに憲法を積極的に使って、自由、人権、民主主義、そして「個人の平和」の獲得をめざしてたたかっているかを1時間半にわたって講演しました。

　伊藤さんは「黙っていてはダメ。思っていることは声に出す。きちんと主張することが重要」と指摘し、「楽しい活動をすすめよう」と締めくくりました。

■ 全国各地で、生協組合員と一緒に多彩な活動

二日目は、活動交流を行いました。みやぎ生協労組（憲法署名・九条の会のとりくみなど）、生協ひろしま労組（九条の会のとりくみなど）、エフコープ生協労組（北九州戦跡めぐりのとりくみなど）、コープおきなわ労組（教科書、基地被害でのたたかいなど）、かながわ生協労組（米原潜母港化反対のたたかいなど）、いわて生協労組（日本の青空上映運動のとりくみなど）からスライドなどを使って報告。労組独自のとりくみとともに、生協組合員との共同も力強く報告されました。

■ 海から横須賀米軍基地視察、キティホークも

　最後に、神奈川県平和委員会の鈴木和広さんガイドで海上から米軍横須賀基地調査。数日前に帰港したキティホークも見ることができました。参加者からは、「基地周辺の海域をめぐることで、米軍基地の大きさが尋常でない規模だと実感できた。併設する自衛隊基地を見れば誰が見ても日米一体となっていることが分かる」「私たちの税金を使って人々を殺す道具が沢山ある」など、驚きと怒りの感想が寄せられました。
◆ 建交労・長崎　目標の5000人署名を突破 

全日本建設交運一般労組（建交労）長崎県本部は、昨年9月の定期大会で憲法をすべてのたたかいの基本にすえることを確認。「憲法改悪に反対し,第９条を守り、平和のために生かすことを求める署名」の5000筆の達成や学習会、宣伝行動に取り組んできました。憲法署名は、4月８日に目標を大きく突破し、5608筆に達しました。 

同署名の目標は組合員１人20筆。ひとり100筆の目標に挑戦するピースチャレンジャーには１４人が登録し、すでに７人が目標を超えました。執行委員の白石さんは、通院している病院の看護師さんらに「戦争できる国になった時、真っ先に軍隊にとられるのはあなたたちの子どもさんですよ」と、いま憲法９条を守る意義を訴え２週間で200筆を集めました。同じく執行委員の井上さんは、地域や親戚の人たちに呼びかけ約600人に署名をいただきました。 

特筆すべきは同九州支部長崎分会の坂井泰爾さんです。連日のように鉄橋や長崎駅前に立ち、これまでに1430筆を集めています。「署名はタイミングが大事」という坂井さん。「９条のことは知らない」と話す高校生には「学校で習ったやろ」と語りかけ、「憲法は関係ない」という人にも「戦争をしないのは憲法があるから。戦争させないために」と訴え続けてきました。 

建交労の署名担当責任者・飯田彰吾さんは、「改憲への動きを打ち破るのは、『憲法を守り、いかそう』という草の根の世論の広がり。５月には統一宣伝日も設けて運動をすすめます」と元気いっぱいです。
　短信･ホットライン　　
■ 近づく「9条世界会議」　・・・プログラム決まる
■ 各団体・個人の積極的な参加を！ 急いで申し込みを！
５月４日（日）9条を考える全体会　

会場　幕張メッセ・イベントホール
開場　午後１２時３０分

開演　午後１時３０分（午後８時終了予定）

■　基調講演

○マイレッド・マグワイア（北アイルランド／１９７６年ノーベル平和賞受賞）

○コーラ・ワイス（アメリカ／ハーグ平和アピール代表）

■　日本から

○池田香代子（翻訳家）

■　世界から

○アン・ライト（元陸軍大佐、外交官、現在はイラク戦争反対の活動をしている）

○ハンス・フォン・シュポネク（元国連イラク人道調整官。対イラク制裁に抗議して辞任）、○ベアテ・シロタ・ゴードン（アメリカ・ＧＨＱの一員として、日本国憲法の第２４条（男女平等）を起草）。

■　トーク

○雨宮処凛（作家）、カーシム・トゥルキ（イラク人道支援ワーカー）、○エイダン・デルガド（アメリカ／イラク帰還兵）、高遠菜穂子（イラク支援ボランティア）

■　合唱・パフォーマンス

ベートーヴェン第九交響曲・合唱付「市民と弁護士が歌う」世界をつなぐ歌「ねがい」「世界の子どもたちと歌おう」ピースボート・ダンスパフォーマンス「地球へのメッセンジャー」

5月5日(月)9条を生かす分科会
会場　幕張メッセ・国際会議場
開場　午前９時００分

開演　午前１0時（午後7時終了予定）

　分科会テーマ　「世界の紛争と非暴力」「アジアのなかの9条」

「核時代と9条」「環境と平和をつなぐ」
◎参加費は各日とも前売券1,000円、当日券1,500円

◎前売券のお求めは実行委員会へ(電話03-3363-7967)
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